
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 電力技術 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「電力技術１」 「電力技術２」（実教出版） 

副教材等  なし 

 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

電力は、産業界のあらゆる分野において重要な役割を担っています。この科目で、電力の供給源

となる電気エネルギーをつくる様々な発電方式の知識を学んでください。また、各種発電所の施

設・設備等の役割を理解し、省エネルギー対策、環境問題に関する知識も養ってください。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，電力を供給す

る技術を活用した工業生産に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）電力技術について電力の供給と利用技術を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に

付けるようにする。 

（2）電力の供給と利用技術に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術

の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）電力を効率的に利用する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取

り組む態度を養う。 

 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・エネルギー資源と電気エ

ネルギーとの関連を理解

し、環境問題に関する知

識を習得する。 

・各種発電所の施設・設備

の名称と、その機能が理

解できている。 

・省エネルギーおよび環境対

策が重要であることを説明

できる。 

・各種発電方式の諸設備とそ

の機能に関する知識を生か

し、発電の現状について的

確に表現できる。 

・エネルギー資源や電気エネ

ルギーの供給に関心をも

ち、各種発電方式について

積極的に学習に取り組むと

ともに､技術者としての態

度を身につける。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

発
電 

  

    

第
１
章 

発
電 

１ エネルギー資源と電力 

 １．日本のエネルギー自給率 

 ２．エネルギー資源と環境問題 

 ３．エネルギー資源の可採年数 

 4．電気エネルギーの特徴 

 5．エネルギー資源と発電方式 

 ６．電力の供給と需要 

 7．各国の発電構成 

a:エネルギー資源と環境問題との関

連、発電方式の種類を理解してい

る。 

b:エネルギー資源、電気エネルギー

と環境問題との関連を的確に説明

できる。 

c:エネルギー資源や発電方式に関心

をもち、環境問題に意欲的に取り

組もうとしている。 

定期考査 定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

２ 水力発電 

 １．水力発電の概要 

 ２．水力発電所の種類 

 ３．理論水力 

 4．水車の種類 

 5．水力発電所 

a:水力発電所の出力，揚水に必要な

電力量、比速度、効率などの諸計

算が確実にできる。 

b:日負荷曲線などにより、水力発電

が担っている役割について正しく

表現できる。  

c:水力発電の種類、水車の種類、水

力発電所などに関心をもち、意欲

的な態度で学習に取り組もうとし

ている。 

定期考査 定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

２
学
期 

   

１
学
期 

３ 火力発電 

 １．火力発電の概要 

 ２．蒸気と熱サイクル 

 ３．火力発電所の設備 

 4．熱サイクルと熱効率 

 5．省エネルギー対策および 

技術 

 ６．環境対策 

a:火力発電所の熱効率などの諸計算

が確実にできる。 

b:火力発電の諸設備とその機能につ

いて説明できる。 

c:蒸気のする仕事、火力発電所の設

備、熱サイクルと熱効率、省エネ

ルギー対策などに関心をもち、意

欲的な態度で学習に取り組もうと

している。 

定期考査 定期考査 

提出物 

 (ﾉｰﾄ等） 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

４ 原子力発電 

 １．原子力発電の概要 

 ２．原子力発電におけるエネル 

ギー発生のしくみ 

 ３．原子力発電のしくみ 

 4．原子燃料サイクル 

 5．原子力発電の安全性 

a:核分裂によるエネルギーの発生や

原子炉の種類、構成について理解

している。 

b:原子燃料サイクルなどにより、原

子力発電の安全性について的確に

説明ができる。 

c:原子エネルギー、原子力発電など

に関心をもち、意欲的な態度で学

習に取り組もうとしている。 

定期考査 定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 
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３
学
期 

２ 

    

学 第
１
章 

発
電 

  

５ 新しい発電方式 

 １．太陽光発電 

 ２．風力発電 

 ３．燃料電池発電 

 4．その他の発電方式 

a:新しい発電方式の種類、およびそ

れぞれの発電設備の特徴を理解し

ている。 

b:新しい発電方式として、太陽光発

電、風力発電などの現状について

説明ができる。 

c:太陽光発電、風力発電などの新し

い発電方式について、意欲的な態

度で学習に取り組もうとしてい

る。 

定期考査 定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

第
９
章 

電
気
化
学 

1 電池 

１．一次電池 

２．二次電池 

３．二次電池の充電方式と 

寿命 

４．電池の性能評価 

a:電池の種類、および電池の構造を

知るとともに、それぞれの特徴を

理解している。 

b:電池の特性を理解したうえで、そ

れぞれの使用方法を説明できる。

二次電池の充電方法やメモリ効果

について説明できる。 

c:身近にある電池について、興味関

心を持ち学習に取り組む態度が見

られる。 

 

定期考査 定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


